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私は 2015 年 6 月から 12 月までの半年間The Johns Hopkins University Applied Physics Laboratory




















したものの見た目が悪い ...、などなど。体験企画では 1、2 は私たちが部品を用意し、はんだ付けのや
り方も教えるので問題ないです。しかし 3に関してはユニバーサル基板に LEDや抵抗を取り付けても
らうというのは味気ないものです。
そこで今回はユニバーサル基板に代わり、クリスマスツリー型のプリント基板を設計、生産すること
にしました。KiCad というフリーソフトウェアを利用し、中国のプリント基板製造会社に発注しました。
近年は個人でもオリジナルの基板を安価に作製することができます。このように準備して臨んだ「はん
だづけ同好会」ですが、想定していたよりも盛況で、電子工作やものづくりに興味のある方はまだ多い
のだなと感じると同時に、取り組みやすい環境を構築することも重要であると認識しました。
企画を通じて感じたことは、「幅広く情報を収集しておくこと、知識を蓄えておくこと」と「とりあ
えずやってみること、興味を持つこと」の重要性です。NFの企画に興味を持たなければこの活動は生
まれませんでしたし、仮に興味を持っても、もしKiCad を知らなければ、個人でも基板を安価に製造
できることを知らなければ今回の企画は生まれなかったでしょう。新しいことをするときに、今の社会
の技術で何ができるのか？を知るというのは重要なことです。
最後に、もし「とりあえずやってみる」きっかけがほしいなら、学部生のみなさんは「サマーキャンプ」
に参加するとよいかと思います。「興味はあるけど参加することはちょっと ...」という人は、「Maker 
Faire Tokyo」や「Makers Bazaar」などに足を運んでみるのもいいかもしれません。よい経験になる
と思います。
